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 要	
 	
 旨 

光（ここでは Maxwell's Equations:ME に従う電磁波とする）の特性の解析手法には様々なもの

がある。 例えば、特殊な光ファイバーである Photonic Bandgap Fiber (PBGF) の場合、その誘

電率分布が周期的であることを利用した Plane Wave Expansion method (PWE) 等が用いられる。 

この手法は ME を最終的に行列の固有値問題に変換し、計算は比較的高速である。 一方、より制限の

少ない手法として Finite Difference Time Domain (FDTD) 法がある。 こちらは PWE法と異

なり誘電率分布が周期的である必要も無限に均一である必要もないが、計算に時間がかかる。 しかし、

PWE法では周期性が弱かったり均一性が弱かったりすると計算結果の精度が低くなるか全く計算でき

ないこともあるため、 そのような対象には FDTD法の方がより適している。  この手法は Graphics 

Processing Unit GPUで解く際は主に演算ではなく演算に必要な情報の転送に時間がかかる。 こ

の種の転送に時間がかかる手法では、演算能力を高めても演算器が転送待ちになるだけで性能は向上

しない。  このような状況で効率（ここでは消費電力あたりの浮動小数点演算能力）を上げるには、

転送待ち時に演算器の消費電力を下げる、演算の余剰能力で情報転送量を少なくする等の方法が考え

られる。 本研究では後者の可能性を評価する（情報の可逆圧縮を行う）。  現在の演算能力と転送能

力の差では、圧縮による演算量の増加に伴う時間の増加のほうが圧縮による転送料の削減による時間

の減少よりも大きく、効率は下がる。 

 

 


